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　男
性
型
脱
毛
症
（
A
G
A
）
と
は
、

遺
伝
や
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
関
与
し
、

ヘ
ア
サ
イ
ク
ル
の
異
常
に
よ
り
起
こ

る
頭
髪
症
状
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

特
に
ジ
ヒ
ド
ロ
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

（
D
H
T
）
の
働
き
に
よ
り
、
毛
母

細
胞
（
毛
の
元
と
な
る
細
胞
）
の
増

殖
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
主
な
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
A
G
A
で

は
ヘ
ア
サ
イ
ク
ル
中
の
「
成
長
期
」

が
短
く
な
り
、
毛
が
十
分
に
成
長
す

る
前
に
抜
け
て
し
ま
う
た
め
頭
髪
が

少
な
く
な
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
は

皮
表
に
現
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
基
本

的
な
治
療
は
、
D
H
T
の
産
生
を
抑

制
す
る
薬
の
内
服
と
ミ
ノ
キ
シ
ジ
ル

（
外
用
薬
）
を
塗
布
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
L
E
D
や
低
出
力
レ
ー
ザ
ー

照
射
、
ア
デ
ノ
シ
ン
（
外
用
薬
）
の

塗
布
に
よ
る
治
療
も
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
治
療
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
基
本
的
な
治
療
を
行

な
っ
た
上
で
さ
ら
な
る
治
療
を
検
討

す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　当
院
で
は
抗
加
齢
医
学
会
専
門
医

が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
た
内
服
及

び
外
用
治
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
頭
髪
の
こ
と
で
ご
心
配
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
科
医
師

　神
林
玄
隆
）

エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
科

◆
診
療
日
：
毎
週
月
曜
日

　14
時
〜
15
時
30
分

◆
完
全
予
約
制

　※
お
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
：

　
　平
日
15
時
〜
17
時

エイジングケア科▶
　ホームページ

成長期

休止期

退行期

発毛

AGA

正常な
ヘアサイクル

A
G
A
治
療

おしえて 　　　　さん保 健 師 認知症を正しく理解しましょう

大友式認知症予測テスト

　日本の認知症の高齢者数は65歳以上の7人に1人で、2025年には約5人に1人に達すると見込まれています。
認知症とは、様々な病気が原因で脳の細胞の働きが悪くなることにより、日常生活に支障がある状態のこと
をいいます。原因となる病気はいくつかありますが、誰にでも起こりうることを理解しておきましょう。

　認知症は、原因によっては早期に発見して適切な対応をと
ることで進行を抑えることが可能なものもあります。自分自
身や周囲の人が認知症のサインに気づくことが大切です。

ワンポイントアドバイス！

認知症は早めの気づき・相談が大切です
● 認知症は誰にでも起こりうる疾患です　● 「もの忘れ」と「認知症」は異なります
● 早めの気づきが大切です。軽いうちに医療機関や地域包括支援センターに相談しましょう

  

（長野市ホームページ「認知症 知って 支えて ～認知症について知りたい方へ～」より）

（認知症予防財団ホームページ「大友式認知症予測テスト」より抜粋）

同じ話を無意識に繰り返す

知っている人の名前が思い出せない

物のしまい場所を忘れる

漢字を忘れる

今しようとしていることを忘れる

器具の説明書を読むのを面倒がる

理由もないのに気がふさぐ

身だしなみに無関心である

外出をおっくうがる

物（財布など）が見当たらないことを他人のせいにする
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抗
が
ん
剤
治
療
に
は
内
服
薬
、
注
射

薬
、
入
院
が
必
要
な
治
療
、
外
来
通

院
が
可
能
な
治
療
が
あ
り
、
医
師
は

患
者
さ
ん
の
病
状
、
社
会
的
背
景
な

ど
を
考
慮
し
治
療
方
法
を
決
定
し
ま

す
。「
外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
外
来
通
院
で
抗
が
ん
剤
治
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
の

点
滴
治
療
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
で
は
肺

が
ん
、
乳
が
ん
、
消
化
器
が
ん
（
胃
、

大
腸
、肝
臓
、膵
臓
、胆
道
）、腎
が
ん
、

膀
胱
が
ん
な
ど
の
抗
が
ん
剤
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
外
来

通
院
で
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
方

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
度
、

外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
・

改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド

数
を
7
床
か
ら
9
床
に
増
や
し
、
セ

ン
タ
ー
内
に
ト
イ
レ
も
造
設
し
ま
し

た
。
今
回
の
改
修
に
よ
り
待
ち
時
間

を
短
縮
し
、
患
者
さ
ん
に
負
担
の
少

な
い
治
療
を
提
供
す
る
環
境
が
整
い

ま
し
た
。

　が
ん
治
療
で
は
、
治
療
に
精
通
し

た
専
門
性
が
必
要
と
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、

管
理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
と
し
て
連
携
し

な
が
ら
治
療
を
遂
行
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　当
院
で
は
各
領
域
の
専
門
医
、
日

本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療

認
定
医
を
中
心
に
、
が
ん
化
学
療
法

看
護
認
定
看
護
師
、
緩
和
ケ
ア
認
定

看
護
師
な
ど
が
外
来
化
学
療
法
セ
ン

タ
ー
に
関
わ
り
、
安
全
か
つ
安
心
で

き
る
治
療
の
継
続
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。　抗

が
ん
剤
治
療
と
聞
く
と
、
副
作

用
の
不
安
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
吐
き
気
、
食
欲
低

下
、
し
び
れ
、
脱
毛
な
ど
様
々
な
症

状
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。
治
療
中
の
悩
み
、
不
安
は

お
気
軽
に
「
外
来
化
学
療
法
セ
ン

タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
長中

田
岳
成
）

　近
年
、
が
ん
遺
伝
子
変
異
に
基
づ

く
個
別
化
治
療
や
が
ん
免
疫
療
法
（
免

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
）
が

様
々
な
領
域
の
が
ん
治
療
で
保
険
適

用
と
な
り
、
治
療
の
選
択
肢
が
増
え

て
き
ま
し
た
。「
不
治
の
病
」
と
い
わ

れ
た
が
ん
で
も
、
長
期
生
存
の
期
待

が
持
て
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　が
ん
治
療
に
は
外
科
治
療
（
手
術
）、

薬
物
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）、
放
射

線
治
療
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

    
診
療
技
術

外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

セ
ン
タ
ー
の
実
績
と
フ
ロ
ア
の
拡
充

〈採点法〉ほとんどない＝0点　時々ある＝1点　頻繁にある＝2点

0～8点：【正常】　9～13点：【要注意】　14～20点：【要診断】家族に
再チェックしてもらい、結果が同じなら専門機関で相談してみましょう

※このテストは、あくまで目安です。ご心配があれば医療機関、地域包括支援
　センターに相談しましょう。
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す
ぐ
に
役
立
つ

医
療
の
知
識

身体に負担なく治療を受けることができます

増床したベッド

新たに設置したトイレ

広々としたトイレはオストメイトにも対応しています

専門スタッフによるチーム医療を行っています


